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高用量投与群で、206±43.0 ml/min、304±50.3ml/min、348±50.1 ml/min(mean±SE) となった。総冠血流量
は中心静脈からのニトログリセリン投与により有意に増加した。 
【結論】リチウム希釈法による総冠血流量の測定は、回路実験、動物実験により信頼性があり、臨床応用され
る可能性があることが示された。 
以上のことから、リチウム希釈法による総冠血流量の測定は、重症患者のベッドサイドで肺動脈カテーテルを
利用して、総冠血流量を測定できる可能性を示唆するものである。よって本研究者は博士（医学）の学位を授
与されるに値するものと判定された。 
